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第二部 パネルディスカッション議事録 

 

（敬称略） 

【司会】 

大変お待たせいたしました。ここから第二部のパネルディスカッション

「有機農産物をエシカル消費で支える」をテーマに開催いたします。まず

はパネルディスカッションに御登壇いただきます皆様を御紹介いたしま

す。 

コーディネーターとして、四国大学短期大学部教授 加渡 いづみ様でご

ざいます。2017年消費者支援功労者表彰、2020年日本消費者教育学会研

究奨励賞を受賞され、企業や学校に出向き、人や社会、地域や環境に配慮

した消費行動やエシカル消費の普及活動に精力的に取り組んでおられま

す。また、四国放送「ゴジカル！」の火曜コメンテーターのほか、徳島県

消費生活審議会会長、徳島県働く女性応援ネットワーク会議会長を務めて

おられます。 

パネリストとして、清流ファーム 代表 大嶽 ひとみ様、oronono 代表 

松本 直也様、イオンアグリ創造株式会社 生産本部 西日本直営事業部 部

長 新井 正枝様、特定非営利活動法人 徳島県消費者協会 会長 稲井 芳枝

様。 

以上の皆様です。それではここからの進行につきましては、四国大学短

期大学部教授 加渡 いづみ様にお願いいたします。 

  

【加渡】 

はいありがとうございます。改めまして、皆さんこんにちは。ようこそ

お越しくださいました。ここからのパネルディスカッションは、有機農産

物をエシカル消費で支えるというテーマで進めます。先ほど相本次長の方

から御説明もありましたが、エシカル消費には三つの柱がございますね。

一つ目の柱は環境に配慮した消費。二つ目の柱は人や社会に配慮した消
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費。そして三つ目は地域を元気にする消費。これがエシカル消費の三つの

柱です。よく「今だけここだけ私だけよかったらいい」と言われますが、

これはダメですね。エシカル消費は「今からここから私から」地域が元気

になるための消費を始めましょうというのが、その根底の理念にありま

す。 

今日はエシカル消費の川上から川下まで、つまり生産をなさってらっし

ゃる生産者の代表、そしてお店で売ってらっしゃいます流通現場の御担当

者、さらにはそれを買って支える消費者の団体の代表にお集まりいただき

ました。このサプライチェーンの川上から川下までのパネリストをお迎え

して、皆さんと一緒に積極的に議論を深めてまいりたいと思います。どう

かよろしくお願いを申し上げます。 

それでは、まずパネルディスカッションに入る前に朝倉校長先生から少

しお話をいただきたいと思います。今回、農業大学校の皆さんに有機農産

物、あるいは有機農業に対するアンケートにお答えいただきました。あり

がとうございます。校長先生、このアンケートの結果や、この農業大学校

で取り組まれている有機農業について少し教えてください。 

  

【朝倉】 

農業大学校の朝倉と申します。本日は１年次生と共に参加させていただ

いております。よろしくお願いいたします。農業について、専門的に学ぶ

学校ということで、加渡先生がお話しのとおり、事前に有機農業について

のアンケートを２年次生含む約 50名を対象に実施いたしました。有機農

業について、まず知っているかというところなんですけれども、約２名を

除き知っているという回答でございました。それはどういうふうに知った

のかというとテレビを見て知ったのか、またニュースを見て知ったのか、

授業で学んだのか、そういった知ったきっかけ。またその内容によりまし

て有機農業についてのイメージや卒業後の実践希望についての回答が少し

異なっているのではないかなと感じております。いずれにしても、正しく

認識することの重要性を改めて感じているところです。 

農業大学校では、有機農業につきまして、２年次生の前期に環境と農業

という授業の中で学ぶほか、農業政策の授業の中で外部講師をお招きして

県内外の先進的な実践事例について勉強を進めております。また、農業実

習とかプロジェクト学習といったところでも環境に配慮した農業というこ

とで、取組を進めているところです。本日も重要な学びの場とさせていた

だくため、参加させていただいております。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 
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【加渡】 

朝倉校長先生ありがとうございました。それでは、ここからパネリスト

の皆様、自己紹介も兼ねて、今どのような活動をしていらっしゃるのかを

お一方ずつお聞きしてまいりたいと思います。では、トップバッターは清

流ファームの大嶽さんお願いいたします。 

  

【大嶽】 

清流ファームの大嶽と申します。私は 2016年に新規就農したんですけ

ど、父親が兼業農家で３haほどしていたところを継承しました。お米は最

初から特別栽培米で父親がしていたところを無農薬でしたいという気持ち

があって、その当初は無農薬で一回も農薬を使わずにやってみました。そ

の時は初めてだったこともあって、収量が一反当たり 10袋から 11袋ぐら

いしか取れなくて、それから徳島有機農業サポートセンターというところ

があるんですけど、そこで BLOF理論というバイオ・ロジカル・オーガニ

ック・ファーミングの略で生態系調和型農業を勉強して収量も食味も上が

るということで、少しずつ収量も上がってきています。慣行栽培並みまで

はいかないんですけど、そこそこ取れるようになってきました。 

小松菜に関しては就農した時に初めて取り組みましたが、そこは先輩農

家さんにいろいろ一から教わって廃菌床堆肥を主に使って栽培していま

す。これも有機 JAS に対応できるレベルの栽培方法で、就農からずっと農

薬を使わずに続けています。 

害虫被害は時期的に波があります。ヨトウムシ、キスジノミハムシ、ナ

メクジ等の被害は、太陽熱養生処理という透明のビニールシートを敷いて

防除をしています。 

あと、面積が今 14haぐらいに拡大して、ビニールハウスの方は２ａの

ハウスを６棟で栽培しています。有機で作るというのはすごく簡単なよう

で、割となかなか綺麗に作るのは難しくていろいろな勉強しないと闇雲に

作ったら大変なことになってしまうので、段階を経てやっていくか、先輩

農家さんに教わるとか何かしら助けを得てやっていかないと私は難しいの

ではないかなと思っています。 

私が入っている組織としては阿波アグリガールズラボという組織とアグ

リーズという阿南のグループと県連（徳島県農業青年クラブ連絡協議会）

という県の組織と CSAという消費者と生産者をつないでくれるような組織

が最近できたんです。いろいろなところに情報収集したり、情報共有した

りしながらやっています。 

せっかく有機農産物ができたらうれしくて自分で作ったもので商品化し

たいという思いがあって、ここ（徳島県立農林水産総合技術支援センタ

ー）の六次化施設で試作したものが、小松菜とお米のアイスクリームで、
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今これはあいさい広場さんで売らせてもらっています。あとは防災とか何

か人の役に立つような商品が作りたいということで、開けたらすぐに食べ

られるようなおかゆをあいさい広場さんやキョーエイのすきとく市さんで

売らせてもらっています。お見かけしたら一家に一つでも持っていただけ

たらと思います。以上です。 

  

【加渡】 

ありがとうございました。大嶽さんでした。続きまして、oronono の松

本さん御発表をお願いいたします。 

  

【松本】 

orononoの松本と申します。よろしくお願いします。私は元々徳島の出

身ではなくて、大阪から移住をしてきました。2018年に神山町の方に家

族、妻と今小学生の娘が二人いるんですけど、４人で移住をしてきまし

た。2018年の４月から 2021年の４年間ですね、「株式会社フードハブプロ

ジェクト」（以下「フードハブ」という。）という神山町にある農業の会社

ですけど、そこで実質２年間研修を行いまして、残りの２年間は社員とい

う形で農業を４年間学びました。一昨年の 2022年から神山町の鬼籠野と

いう地区で、妻と二人で独立新規就農を開始しています。oronono という

屋号の由来ですけど、神山町にある鬼籠野という地区で野菜を作っている

こともありまして、「鬼籠野の・・・」というような土地を守るとか、鬼

籠野の人たちと協力しながらといった「の」ということに色んなことを包

含させたいなという気持ちがありまして、orononoという屋号にしていま

す。 

何を作っているかと言いますと露地の野菜をメインで作っていまして、

ハウスは 25ｍほどのハウス１棟と露地野菜の栽培をしています。有機 JAS

を取得していまして、有機 JASの取得はしているんですが、基本的に有機

JASの適合している農薬等は使わずに今完全無農薬で栽培をしています。

面積は２ha強ぐらいで今栽培をしていまして、年間の栽培品目は周年で

25から 30品目の栽培を作っています。その中で収益の柱になるものが４

品目ありまして写真にあるような今時期の秋冬のにんじん、夏ピーマン、

ビーツ、じゃがいもの４品目が収益の柱になっていまして、そこにいろい

ろな少量多品目のものが 20品目ぐらいあるような栽培の仕方をしていま

す。 

販売先に関しては、神山町内にある「かま屋」さんとか町内の飲食店は

もちろんなんですけど、それ以外に有機の野菜等を扱っているグリーンコ

ープさんや大阪と東京等の百貨店ですね。あと、有機 JAS の野菜等を扱う

ビオ・マーケットさんや神山町に学校給食の給食センターがあるんですけ
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ど、そういった学校給食や去年開校した神山まるごと高専の寮へ野菜を提

供したり、あと、個人の宅配をしている卸さん、有機を扱う八百屋さんで

す。こちらの販売先に関しては、全てフードハブを介して販売をしていま

す。私がフードハブの研修生からの独立組ということもあって、フードハ

ブがその販売の部分を基本的にハブになって一緒に販売をしています。な

ので、独立して今二期目になるんですけど、１年目から販売先があるとい

うような状態で就農ができていることが、すごくありがたい状態です。 

その他の活動ですが、食育の活動をしていまして、神山町に神領小学校

があるんですけど、去年はそこの１年生と２年生の食育の活動に携わらせ

ていただいています。二つ目が農福連携ですね。これはよくあることだと

は思うんですけど神山町に福祉施設が一つありまして、あと県内の２社で

すね。合わせて３者の福祉施設と連携しながら、自分がにんじんやピーマ

ンを結構な量を作っていまして、一週間で 3,000パックとか 4,000パック

とか出荷をしているので、到底自分で袋を詰めることができないというの

があって、パッキングの作業を福祉施設と連携しながらお願いをしていま

す。 

最後にチーム作りの活動なんですけど、こちらは神山町でフードハブと

連携をしながら農業をしている中でやっぱり仲間が増えてほしいなという

ことを非常に強く思っていまして研修生だったり、短期や長期のインター

ンだったり、受入れを積極的に行っております。以上です。 

  

【加渡】 

ありがとうございました。大嶽さんと松本さんは生産者のお立場から発

表いただきました。今度は新井さんにお願いいたします。新井さん御所属

のイオンアグリ創造は流通業者でもあり、生産面もかかわっていらっしゃ

る。そのお立場からお話を伺います。お願いいたします。 

 

【新井】 

はい皆さん、こんにちは。イオンアグリ創造株式会社の新井と申しま

す。よろしくお願いいたします。今の御紹介にありましたとおり、イオン

アグリ創造という会社なんですけれども、イオンって付いていますね。イ

オングループの子会社です。じゃあ何をやっている会社なんだというとこ

ろなんですけれども、ここに書いてありますとおり 2009年の７月に茨城

県の耕作放棄地再生事業から始まった会社です。なので、この耕作放棄地

の部分の伐採・抜根から始めました。現在は 21の直営農場を持っていま

して、そのうち 19農場で GLOBALG.A.P.の認証を取り、そのうちの５農場

で有機 JASの認証を受けています。一方で、イオン農場ブランドで商品供

給を行うというような取組もしています。私たちの会社はもうガチ農業の
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会社です。なので、直営 21農場には社員がそれぞれ配置をされていまし

て、そこで一緒に働いてくださるパートさん、私たちはコミュニティ社員

さんと呼んでいますけど、一緒に本当に畑を耕して栽培をして収穫をして

出荷をする。一方で、もちろん経営していかなきゃいけないのでしっかり

と自分たちの給料を出すために、一体どんなことをやっていかなきゃいけ

ないかというのを数字とにらめっこしながら日々営んでいるというような

会社になります。 

４本の柱でやっています。安全・安心、それから新鮮、お手頃、地域貢

献です。私たちの直営農場で栽培されたものは、基本的にはイオンのお店

に並びます。ただ、これは私たちが作ったので、いくらでも持っておいで

というのではなくて、きちんと事業会社と作付けから一緒に計画していつ

どの品目をどれぐらい出荷していくかというところをしっかりと話をした

上で、作付計画を立ててお客様にできるだけ新鮮な状態でできたものをお

届けするということを基本的にやっています。その中で間を通さずにでき

る商品ですね。トマトだったり、いちごだったりをできるだけ樹上でおい

しい状態に持っていって、おいしい状態で収穫してお客様にお届けすると

いう商品を「まるまるシリーズ」として出荷をさせていただいています。 

一方でイオンアグリ創造としては、やはり持続可能な農業というところ

には力点を置いておりまして、まずオーガニックの拡大ですね。これは、

今直営農場を中心に５農場が有機 JAS の認定を受けていますけれども、

2028年には 20農場（注：埼玉久喜農場は養液栽培なので有機 JASの認証

を取ることができません。）で取得をしてまいります。直営農場の化学農

薬・化学肥料については今削減をしていっています。また、ゼロカーボン

の取組、それからプロダクションロスのゼロ化その辺を取り組むような形

で今進めています。 

品質管理の面や人権尊重の更なる追求というところで、先ほどお伝えし

た GLOBALG.A.P.が私たちの礎になっています。農業の生産流通を変革する

というところが大きなお題目になっているんですけれども、自分たちで栽

培をすることで生産側の課題とか改革ですね。どういうことができるかと

いうところを認識した上で、自分たちを含めた生産者とそれから店舗を通

じてお客様をつなげるというところがまず１点と、それからお客様に私た

ちがやっていくからこそを伝えられるところがありますので、今会社とし

てグループとしてそこに向かって行こうと進めています。私の方からは以

上です。 

 

【加渡】 

新井さんありがとうございました。それでは最後は消費者団体のお声を

聞かせていただきましょう。稲井さんお願いいたします。 
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【稲井】 

皆さん、こんにちは。徳島県消費者協会の稲井と申します。専門家では

なく、一消費者です。どうぞよろしくお願いいたします。消費者協会は設

立から 50年以上にわたり、様々な消費者問題について調査教育・啓発活

動を行っております。組織活動内容等は資料を御覧いただけたらと思いま

すが、主なものとしては消費生活相談を行っており、相談数は年間約

2,500 件程度です。相談内容は、特殊詐欺や定期購入など多様化・複雑化

しています。また、教育として消費者大学校・大学院を開催し、消費者問

題に関し消費者自身の問題対応力を高めるとともに地域のリーダーとなる

よう養成をしております。機関誌「くらしの情報」を年３回発行し、様々

な情報をタイムリーにお届けできるよう努めておりますが、まだまだ十分

ではないと感じております。今後はホームページの充実や各関係機関との

連携強化、普及啓発事業の拡大などにより、消費者が正しい情報を知り、

正しい行動を取れることを使命として努めてまいりたいと思います。 

さて、本日有機農業フェアでお話をさせていただく機会をいただきまし

たので、協会からの情報提供をしたいと思います。まず、協会の部会活動

として、調査研究部会では、有機 JAS 認証マークの認知度調査を会員対象

に実施し、令和３年度は 22％、令和４年度 54％と認知度は高まっている

状況です。グリーン購入部会では、環境に優しい商品の推奨と共同購入に

取り組んでいます。そして今回１月に開催しました会長会出席者 21名に

農水省の調査を参考に、有機農産物に関する意識調査を行いました。今回

のフェアの事前アンケートと重なっているところも多いようですが、御報

告させていただきます。有機農産物や有機 JASマークの認知度では両方知

っているが 62％と高く、有機農産物は知っているが JASマークは知らない

が 29％、両方を知らないは９％でした。イメージとしては安全である安心

であるが約８割で、健康にいい環境に優しいが５割以上でしたが、価格が

高いと感じる人も３割いました。有機農産物の定義についての質問では、

正解回答は 17％であり、言葉だけとかなんとなく知っているという人が多

い印象でした。購入場所については、産直市・農家から直接が 60％で、ス

ーパーが 35％でした。ちなみに令和元年の全国調査ではスーパーが

87.4％、直売所は 33.8％となっておりますので、やはり徳島ならでは、ま

た（地区協会の）会長さんは 70代の方が割と多いですので、そういう意

味で少し産直市等が多いのかなというふうに考えられます。どれくらいの

価格差なら買うかでは１割高いならというのが 47％でした。現在の品ぞろ

えについては「どちらかというと充分でない」「充分でない」と感じる人

が多くいました。買わない理由を聞いてみますと「価格が高い」「近所に

買える場所がない」という回答になっていました。 

SDGs12 番目にはつくる責任、つかう責任があります。消費者側も正しい 
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認識の下、生産者との連携により持続可能な生産・消費形態を確保するこ

とが求められていると思います。今回のアンケート調査を各会長さんとと

もに共有し、会員及び県民の皆様へ有機農産物への関心を高め、地産地消

の推進を図ってまいりたいと思います。以上です。 

  

【加渡】 

ありがとうございました。それではここからは意見交換に入りたいと思

うのですが、まずは会場の皆さんに質問です。３択でお答えください。皆

さん、普段どれくらい有機農産物を買っていますかという質問です。ま

ず、私は有機農産物が好きで好きで、もう売っているところを探して有機

農産物最優先で買っているっていう人はグー。いや、そこまで探して探し

て最優先じゃないけれども、でも見つけたら買うという人はチョキです

ね。私の買い物の選択肢の中に、有機であるとかないとは全然関係してな

い、あまり気にしないわっていう方はパーです。グーがチョキかパーか、

御用意してください。私がジャンケンって声を掛けますから、そうします

と高くあげてくださいね。そして、右見て左見て他の人はどうかを御覧く

ださい。さあ御用意ください。必ずあげてくださいね。では、まいりま

す。ジャンケンどうぞ。どうもありがとうございます。 

グーが少なかったですね。チョキがちらほら、どちらかと言えば、パー

の花が咲きました。でも、それがおそらくは今の消費者の現状といいます

か、本音なんだろうと思います。でも今日のテーマは、エシカル消費でこ

の有機農産物をどうやって支えていくかを考えることです。大嶽さん。

「清流ファーム」素敵なお名前ですよね。徳島生物多様性活動の認証も受

けてらっしゃいます。何か思い入れがあったんですか。 

  

【大嶽】 

そうですね。最近の出来事なんですけど、この清流ファームっていう名

前を付けていることによって、清流ファームって私の地域は那賀川が水源

なんですけど、那賀川はごみがいっぱい流れていて全然清流じゃないって

いうふうに御指摘をいただいて、おっしゃるとおりです。っていうふうに

しか返せなかったんですけど、農業というのは、用水から田んぼに水を引

いているので、水がきれいでないと農業もいいものができないんです。環

境と切り離せないところがすごくあるので、環境も大事にして農業も一緒

にやっていきたいという思いで付けました。 

 

【加渡】 

 環境と農業は切り離せないというお話ですが、誰が環境を守りましょう 

か。誰に任せておけばいいですか。 
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【大嶽】 

私だけではできないので、ごみを捨てる人の意識も変えてもらえたらあ

りがたいですね。 

  

【加渡】 

やっぱり水って、川って水源があって、山から湧き出てきて、それがず

っと例えば那賀川だったら那賀川水系の方に入っていきますよね。ですか

ら、元から環境って守らなきゃいけませんよね。 

 

【大嶽】 

そうなんです。もう海も山も全てつながっているので、消費者の方、生

産者の方問わず、皆さんの意識をもうちょっと生物多様性というものを考

えてもらえるきっかけになったらいいなと思っています。 

  

【加渡】 

そうですね。皆さん、徳島生物多様性認証活動のマークって御覧になっ

たことございますか。なかなかうなずいていただけないようですが、生物

多様性って、「そこにいろいろな種類の生き物がいますよね」というのが

多様性ではなくて、そこにいろいろな生き物がいて、それがそれぞれ関係

し合って結びつき合っていい環境をつくっていく。これが多様性のあり方

なんですよね。だからやっぱり、山の水源からずっと、海に出ていくまで

関係している人がみんな守らなきゃいけないですよね。 

  

【大嶽】 

そのとおりだと思います。 

  

【加渡】 

言うのは簡単です。ただ、今回の農大生の皆さん。いろいろな有機に関

するアンケートを書いてくださったんですが、「将来的に有機農業に取り

組みたいですか？」という問いに対して、「いや、ちょっとノーかなあ」

とおっしゃった方も一定数いらしたようです。その理由をお聞きすると、

知識とか技術が必要なので難しそうという理由が実は多かったのですが、

松本さん有機農法って知識とか技術とか難しいんですか。 

  

【松本】 

そうですね。知識も技術も正直難しいのは難しいと思います。やはり農 

薬を使わないということもあるし、その土作りで土から微生物を増やすこ

とは、アプローチが必要になってくるので、すごく知識や技術は大事にな
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ってくると思います。でも、それは多分、何の仕事をする方も同じだと思

うので、有機だけが必ずしも難しいわけではないというふうに自分は思っ

ています。 

  

【加渡】 

松本さん。今活動している、営農していらっしゃる中で、一番感じてい

らっしゃる課題って何ですか。 

  

【松本】 

自分が６年農業をやっていく中で、やっぱり農業者が増えないというよ

うな仲間が増えないというのが今、自分はすごく課題を感じています。な

ので、今回すごくいい機会だなというのがあって、若い世代の人たちに自

分たちの農業のことを話できるきっかけがすごくいいなと思うので、農業

をやりたい方がいれば、一人でも有機農業という選択をしてもらえたらう

れしいなと思っています。 

 

【加渡】 

そうですね。若い学生の皆さんどうでしょう。うんうんってうなずいて

聞いていらっしゃいますが、ただ農業を職業として選択をするかしないか

の一つが、やっぱり収入、経済的なものだと思うんですね。有機農業をや

りたいって思いはあったとしても、生活が成り立たないとこれは困ります

よね。その一つの要因として、生産者が、自分が生産したものの値段を決

められるのか、決められないのか。ここすごく大きいと思うんですが、こ

の辺松本さんいかがですか。 

  

【松本】 

そうですね。自分が農業を始めるときにそこが課題だなというのが一つ

ありました。資本主義社会の中で自分が作ったものの値段を決めれないと

いうことの弱さというのをすごく感じていまして、フードハブと自分たち

が今取り組んでいることは、基本的に全て個人で、個選で販売をしてて、

基本的に自分たちの売りたい値段で売るということを心掛けてやっていま

す。とはいえ市場の価格があるので、１本 100円の大根を自分たちが 500

円で売りたいと言っても売れないというのは明確なので、そこは市場の価

格を意識しながらどうやって自分たちがその効率を高めて利益を出してい

くかということもすごく大事なので、それは意識しながらやっています。 

  

【加渡】 

そうですね。消費者が物を買うときに何を基準にして買うか。昔から変 
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わらない３要素があります。一つ目が価格です。そりゃ誰だって高いより

は安い方がうれしいです。でも、安いけれどおいしくない、それは困りま

す。二つ目に品質ですよね。味や丈夫さ、使い勝手などという品質がきま

す。安くておいしいけれど、おなかを壊すのは困りますので三つ目は安全

性です。 

では、もう一度会場の皆さんに３択ジャンケンお願いしますね。皆さん

が食料品を買う時、例えば野菜にしましょう。野菜を選ぶときに、この三

つの中で何を一番優先しますか。価格だという人はグー。品質というのは

見て分かるかどうかは分かりませんが、味とか品質だとおっしゃる方はチ

ョキ。いやいや、安全・安心だとおっしゃる方はパー。価格がグー、品質

がチョキ、安全・安心がパー。御用意ください、行きますよ。ジャンケ

ン。どうぞ。これは割りとばらけましたね。でも、やはり安全・安心のパ

ーが多いですね。ありがとうございます。私は、もっと価格が多いのかと

思ったのですが、意外と安全・安心のパーが結構ありました。 

この状況も含めて、新井さん。どうして流通大手が有機農業に取り組ん

で、農業を始めて、認証まで取得するという状態になったのか。その理由

と、出荷した売り場に有機のものが並んだ時のお客様の反応とか声につい

て教えていただけないですか。 

  

【新井】 

はい。イオンというところは小売りの会社です。基本的には仕入れたも

のをお客様にお届けするということになるんですけども、先ほどもお話に

あったように、生鮮品というのは、お野菜とか果物とかお魚とかもありま

す。生産者が価格を決められません。市場というところで相場というもの

があって決まります。それは需要と供給によって価格が決まるんですけれ

ども、本当にキャベツ１個って今だったら売り場で 158円とか 198円で売

られていると思いますけど、もちろんそこには利益が入っていますので、

多分納品される価格っていうのは 100 円から 120円ぐらいかなと思いま

す。じゃあ、その 100円っていうのは本当にキャベツ１個作るのに 100円

なのか。原価って 100円なのか。もちろん、生産者の利益も必要なので、

というのが誰も分からないんですね。多分生産者も分かってない。なの

で、それをまず私たちが自分たちで実際に農業をやることで、紐解こうと

いうのがまず第１です。それと合わせてイオングループにはバイヤーとい

う立場の方がいて、もちろんお野菜とかいろいろなものを仕入れるんです

けれども、バイヤーもちゃんと生産現場が分かってないと生産者とお話が

できないし、それをお客様にお伝えすることもできないから、バイヤーが

学べる場にしようというのが、イオンアグリ創造がもともとできた経緯に

なります。 
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ところが、農業をやりたいと言って社内公募があって手を挙げた人間と

いうのは、農業なんて今までやったこともないような素人です。なので、

牛久の農場で農業を始めましたと先ほどお伝えしたんですけれども、最初

は本当に悲惨な状況でした。ただ、2009年から 2024年なので今 15年経っ

てですね、私たちもそれなりに知識がついてきて、農業を取り巻く状況と

いうのが分かってきて、実際にじゃあ本当にキャベツ１個作るのに、もち

ろん春夏秋冬ありますからその時期にもよりますけれども、この時期のキ

ャベツだったらこれぐらいはかかるなっていうのをやっとお伝えができる

ようになってきたところです。本当にこの地球のことを考えた時に、やっ

ぱり有機農業であり、グループとしてはお客さまに健康な日々を過ごして

いただきたい。そこに貢献したいという思いがありますので、こういう農

産物だけじゃなくて、化粧品や衣類、その他の食材についても有機という

切り口で今取り組んでいるんですけれども、その農業の部分をイオンアグ

リ創造として担っているという形です。 

実際にお客様が売り場で有機農作物を手にとって買うかっていうところ

になるんですけども、先ほど稲井会長がおっしゃったとおり、やっぱり価

格のところがどうしても目に入ってしまうようで、当然松本さんもおっし

ゃいましたけど、100円の大根を売っている横で 500円の有機の大根があ

っても、なかなか手が届かないんですよね。だけど、ちょっと機会があっ

て、ヨーロッパに勉強のため視察に行かせてもらったことがあったんです

けれども、その時にはやっぱり国がしっかりと環境に配慮した生産者やそ

ういうものを販売しているお店に下支えをしているんですね。だから、日

本はどうしても国産至上主義みたいに国産だから安全だろうみたいなとこ

ろがあるので、その買う人のところにも私たちはしっかりとアプローチし

て、単純に有機のキャベツなんじゃないよという思いがあって、こういう

ふうに栽培されているんだよ。だから、そういうふうに作られたキャベツ

を買ってもらって食べてもらうことが必要なんだよということもお伝えし

ていくことが必要なんだなと今考えています。 

 

【加渡】 

ありがとうございます。エシカル消費の話でもう一つ大切なことは、そ

の商品のストーリーをちゃんと考えましょうと、背景に思いをはせましょ

うという点です。人間もオギャーと生まれて命が尽きるまで一生があるよ

うに、物、商品にも、エネルギーや資材の調達から始まって生産があっ

て、そして加工流通があって、最後消費という一連のサプライチェーンが

あります。私たちはその商品の商品棚に載っている今の姿しか見てないで

すし、当然その今の姿を買い物かごに入れるわけですが、でもそこに至る

までの過程、農産物がオギャーと生まれるところ、そのストーリーまで、
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バイヤーの皆さんが分かった上で、店頭に出していらっしゃる。それを私

たち消費者がどのように買って支えるかが課題です。これが、理屈じゃな

くて難しいのが、稲井会長。消費者の心理ですよね。よく「消費は投票

だ」と言われます。選挙の場合は立候補した人の名前を書いて、投票箱に

入れるんですが、買い物は買うことによって、「いいね」の１票を入れる

ことだと言われます。それを踏まえて、消費者は、どのように有機農産物

と向き合っていったらいいですかね。 

 

【稲井】 

まず買うというところの基準の中で、先ほどは価格、品質、安全性とい

うふうにおっしゃられましたけれども、実際のところはプラス鮮度、それ

から今言われました産地、やはり、国内産か県内産か外国産かというとこ

ろで、やっぱり農薬のこととか気になりますので、そういう産地、また量

ですね。やはり核家族とか、家族も多様化してきておりますので、あまり

にも多い量だと買うのをちゅうちょしてしまうという意味で、バラ売りの

ものを買うとか本当にいろいろと多様化してきているような気がしていま

す。家族構成とか年代とかでどのような基準かと聞いてみますと、旬のも

のが一番おいしくて、そして安くて新鮮なので、そういう材料を買うよう

にしているとか、包装があまりにも多いと、やはりこれっていろいろな意

味で環境に悪いという意見もありました。ですので、その三つの要素プラ

ス産地や量というところが大きいのかなと思います。 

そうした中、有機農産物を購入するとなった時に、やはり表示が分かり

にくい。手に取った時に、まずこれが有機なのかどうか。有機自身もなか

なか分からないところもあるんですが、そんなものが商品の中でぱっと見

た時に分かりづらい。（表示が）小さかったりというところもございます

し、先ほども言いましたように取扱店舗が少ないというところもあると思

うんです。イオンさんのように、有機のコーナーを設けていただいている

ということなんですが、どんどんそういうふうに、もう少し流通の方で

も、消費者に分かりやすい取組といいますか宣伝もしていただいて、また

生産者の本当の生の声。今ストーリーとおっしゃいましたが、そういうも

のをしっかりと届けていただけるようなことをすれば、消費者はいいもの

を買いたいという思いはあります。有機農産物を買いたいというのも６割

以上の方がいらっしゃいますので、そんな意味では手に取ってみたり、買

うというふうに消費につながるのかなと思います。 

 

【加渡】 

ありがとうございます。ただね、今回、農大の皆さんのアンケートにも

ありましたが、「今後どうすれば有機農産物拡大していくと思いますか」
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という問いに対して、お答えが主に四つ挙がっていたんですね。まず、当

たり前なんですが、生産量を増やすこと、二つ目に、販売店を増やすこ

と、三つ目に、生産者と消費者が交流し、生産者のお声を聞く場を増やす

こと、そして四つ目、やっぱりここがポイントかもしれません。販売価格

を下げるということです。この四つがやっぱりアンケートの中でも多かっ

た訳ですが、松本さん。松本さんは、生産者と消費者の交流の場、地域の

中でフードハブプロジェクトですとか、食育にもかかわっていらっしゃる

というお話でした。実際に消費者と「有機ってね」とか、「僕が作ってい

る野菜ってね」というふうに交流したり、情報交換する場って今お持ちで

すか。 

  

【松本】 

そうですね。フードハブを起点にして、先ほど言われたみたいに地域で

の活動だったり、自分たちがその小売店さんだったり、グリーンコープさ

んたちに販売をしているというのがあるので、グリーンコープの方たち

が、神山まで足を運んでいただいて、自分たちの畑を見ていただいたり、

今自分たちがどうしたいかという思いを伝えることはよくしています。そ

うした方々たちが、やはり少し値段は高いけど、そういった背景を理解し

て買ってくれるお客さんが、やはり非常に多いと感じています。あと、個

人的には Instagram をしているので、そういったところで自分がどういっ

た思いでやっているのか、今の旬の野菜はということを伝えるようにして

います。 

  

【加渡】 

ありがとうございます。そういった意味で、新井さん。農業の生産の現

場、そして販売の現場。事業体として両方を御覧になっているんですが、

消費者とその生産現場をつなぐ、生産者と消費者が交流をするお取組でい

いアイデアないですかね。 

 

【新井】 

正にイオンアグリ創造は今、自分たちでも栽培をしていますというお話

をさせていただいたんですけれども、その上で有機の生産者を中心に、今

は横のつながりを持たせてもらって、それをグループの事業会社につなげ

るというような役割も持っています。なので、産地の方に出向かせていた

だいて、そこの生産者さんの思いやどういうふうに今後なっていきたいと

いうところを一緒にお話をさせてもらった後、それを事業会社につなげる

というところですね。やはりマッチングというところが、多分悩ましい生

産者さんも多いと思います。さらに、マッチングしたとしてもどうやって



－ 15 － 

 

それを店舗まで届けるかというところ。物流ですね。そこも多分、一つ課

題としてあって、私たちが間に入ることで、その二つを合わせて解決をし

ていくというようなことも、今させていただいています。 

あと、皆さんのその思いをつなげるというところと、価格という話が出

ていたんですけれども、需要と供給のバランスというのはありますので、

どうしてもそこに食い違いが出てくると思うんですけれども、栽培するの

にこれだけかかっていますというところをどうやってお客様にも伝えるか

というところ。例えばその時は買わなかったとしても、必ずお客様にはさ

っき先生がおっしゃったストーリーっていうのはお伝えできますので、そ

れを地道にやっていくということと、今お子様をお持ちのファミリーの方

というのは、例えば離乳食にはオーガニックの食材を使って離乳食作りた

い。自分たちは慣行のものを食べてもという思いを持たれています。だか

ら、有機のにんじんとかもすりおろして赤ちゃんにあげるというのを売り

場でもよく聞きますので、そういうところにしっかりとお届けするという

のも一つ大事かなというふうに考えます。 

  

【加渡】 

ありがとうございます。よく生産者の顔が見える。そういった農産物を

買いたいというお声が昔からあります。売り場にきゅうりとかにんじんと

かキャベツを持った笑顔の農家の皆さんの写真がポップと一緒に飾られて

います。もちろんそれも大事なんですが、実は生産者の顔が見えるという

のはストーリーが見えるということなんですね。ですから、やっぱりこの

にんじんって、このトマトってどういう思いで、どのようにしてどこで作

られたんだろう。そのストーリーが私たち消費者は知りたい訳です。その

一つのきっかけがマーク。表示だと思うんですね。 

大嶽さん。徳島生物多様性の活動の認証のマークをつけて小松菜を売ら

れていらっしゃいますが、消費者の皆さんからこのマーク何っていう質問

はありませんか。皆さん、分かっていらっしゃいますか。 

 

【大嶽】 

直接は聞かれないですけど、意識していますというのは多分見て分かっ

ていただけると思うんです。 

 

【加渡】 

もちろん有機 JASのマークはあるんですが、何か手に取った時に、稲井 

会長がおっしゃったように、「あ、これ有機農産物なんだ。こんなストー

リーがあるんだ。」と分かるマークとか表示があったらいいなと思いませ

んか。 
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【大嶽】 

思います。有機 JASを私は取っていないんです。なので、有機 JASマー

クは貼れないんですけれど栽培期間中、農薬・化学肥料を不使用という表

示はさせてもらっています。 

  

【加渡】 

やっぱり消費者に分かってほしいですよね。でも、稲井会長。食品表示

法によって、表示しなければいけない内容がたくさんあります。あれもこ

れも原材料から始まって原産地もいっぱい表示があって、小さな字は見る

のも大変で、「もういいわ」になってしまいそうです。やっぱり有機に対

する表示は、消費者側から見てほしいですか。分かりやすい表示は必要で

すか。 

 

【稲井】 

やはり認証されているということは、それだけ安全性なり、手間暇掛か

ってまで認証を受けられたという。それこそ、そのストーリーがあって、

その野菜があるということですので、それはちゃんと知らせてほしいで

す。ただ、今本当に分かりづらいですので、何とか分かりやすく、そして

こういうものがあるんだよということさえ、知らない消費者もまだまだい

ますので、やはりそういう表示をどんどんとこれはある意味自治体ですと

か、国や県ですとか、いろんなところからもいろいろと啓発していただい

て、消費者に分かるように知らせていただくことはすごい大事かなと思い

ます。 

 

【加渡】 

そうですね。今日は、調達、生産、流通、加工、消費という、サプライ

チェーン全体で有機農産物を考えるためのというパネルディスカッション

だったんですが、ここで、パネリストの皆さんから熱いメッセージをいた

だきたいと思います。御自身が生産されている有機栽培の農産物について

のアピールでもいいですし、これからこういうふうにしたらもっともっと

有機農産物が広がっていくんじゃないかという御提案でも結構です。どの

ような切り口でも結構ですので、大嶽さんからメッセージを発信していた

だけますでしょうか。 

 

【大嶽】 

まだまだ有機農産物の消費が少ないので、兵庫県とかを参考にしたらい

いのかなと思っています。兵庫県の方は学校給食とかにも有機農産物を取

り入れていますので、徳島県でもされている方もいらっしゃいますけど、
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私が住む阿南市はまだそういう取組がされていないので、価格面の心配も

あるんですけど学校給食で若い方に知っていただけたら広がるのが早いの

かなと思って期待しています。 

  

【加渡】 

未来世代が食べる機会を増やす。それは学校給食が一番いいんじゃない

かという御提案ですね。松本さんいかがでしょうか。 

  

【松本】 

はい。先ほど先生が話されたみたいに四つ、生産量を増やすとか皆さん

してほしいということで、どれか一つをするというのは、全てにアプロー

チが必要なんだなというのを持っていて、まずは自分たちがその生産量を

増やせるように努力することが、すごく大事だなというのがあります。値

段を安くするということではなくて、持続可能な状態で自分たちのバック

グラウンドも伝えつつ安くするというか、アンケートでは１割から２割高

ければ買ってくれるっていうのが約８割ですね。２割程度なら買ってくれ

るというのがあるので、一般の野菜に比べて１割から２割程度高くなる値

段で抑えられるように自分たち物を作る立場からすると、そこは大事にし

ないといけないのだなというのは感じたので、まずはそこを意識して、し

っかり野菜を作っていけるようにできたらいいなと感じています。 

  

【加渡】 

ありがとうございます。それでは新井さんお願いいたします。 

 

【新井】 

はい。今の皆さんのお話をお伺いしてて、やっぱり私たちの会社は川上

から川下をしっかりとつなぐというところですね。もちろん、その産地づ

くりのところからできたものをきちんと適正にお客様にお届けするという

ところが、大事な役割を担っているんだなと改めて認識させていただきま

した。これから農業に就かれる若い方が今、農大生でお話を聞いていただ

いてて、生産者の方も行政の方もおられると思うんですけども、その方た

ちと一緒にそういう取組が今後もやっていければいいなと改めて思いまし

たので、頭の片隅にでも置いていただいたらいいなと思いました。 

  

【加渡】 

ありがとうございます。稲井会長お願いします。 
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【稲井】 

有機農産物についてたくさん学ぶことができました。これからも頑張っ

ている生産者を応援していきたいと思いますので、消費者にとって正しい

情報を知りたいです。価格も大事ですけれども、安全・安心でおいしい旬

のものを食べたいと思う消費者。そこにいろいろなさまざまなニーズに合

った情報提供の仕方とか、啓発の仕方とかも一緒に考えながら届けていた

だくとうれしいなと思います。消費者協会もそんな橋渡しができたらいい

かなと思っています。 

 

【加渡】 

ありがとうございました。ここまでパネルディスカッションを進めてま

いりましたが、ここで少し御感想をお伺いしたいと思います。中国四国農

政局の田中次長いかがでしょうか。 

  

【田中】 

田中でございます。御活発な御議論いただいてありがとうございまし

た。今日は生産サイドの皆様、流通・消費関係の皆様、いろいろな立場か

ら御意見をいただきました。いろいろ難しい課題はあるということもお示

しいただきましたけれども、いろいろな今後のためのヒントというか、い

い方向性の種みたいなものもいろいろお示しいただいたと思っておりま

す。生産物の価値、あるいはストーリーそういったものが、しっかりと消

費者の方に伝わった上で、それがきちっと評価されるといった方向に少し

ずつなっていけばいいなと思います。今日はどうもありがとうございまし

た。 

  

【加渡】 

ありがとうございます。相本次長。どのような感想をお持ちになりまし

たでしょうか。 

  

【相本】 

はい。相本でございます。本日、生産・流通・消費の立場から多くのお

話を伺ってきました。行政を担当する者として、非常に勉強になったと思

います。先ほど御紹介のあったみどりの食料システム戦略の中で有機を

2050年までに栽培面積を 25％まで増やすと、2050年といっても、あと 20

何年ちょっとしかないのですけれども、今は１％未満ぐらいのものがいき

なり 25％になるわけじゃなくて、その１％が２％になって５％になって

10％になって、という段階を踏んでいって 25％を達成すると。その過程の

中で、今はまだ生産・流通・消費それぞれの立場で問題を抱えている部分
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が、いい方向に好循環で回っていって、一気に伸びていくと。価格の問題

にしても、今は有機の価格が高いというのは、慣行栽培の方がコストが安

いということの裏返しなのだと思いますけど、その流通・生産が増えてい

けば、当然そういったギャップも狭まっていって、もともと多くの消費者

の方もある程度のコストを負担していいというお考えもある中で、それが

評価されていくのだろうなと思っています。そういった好循環をどうやっ

て回していくのかというのをこれからも考えていきたいと思います。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 

【加渡】 

ありがとうございました。今、相本次長から循環という言葉が出ました

けれども、やはり持続可能な農業と安定的な食料自給を支えるためには、

食を地域の資源としても循環させていくことがこれからは不可欠になるん

だろうと思います。これは生産者だけにお任せするものではありません。

もちろん、流通現場にお任せするものでもありません。ましてや、消費者

が頑張ったら全部解決するものでもありません。SDGsの 12番目のゴール

は、まさに「つくる責任、つかう責任」ですが、今日のディスカッション

をとおして「つながる責任」もそこに発生をするのではないかと思いま

す。消費の現場、流通の現場、生産の現場がつながっていって、改めてこ

の食の好循環を私たちはエシカル消費で支えていきたいなと思った次第で

す。 

さあ、最後は、無理やり３択ジャンケンで行きたいと思います。今日の

パネルディスカッションをお聞きいただいて、「そうか。じゃあ今よりも

もっともっと有機農産物を応援したくなった」という方はグー。「もっと

もっととは言わないけど、ちょっと応援しようかな」という方はチョキ。

「別にそんなことどうでもいいわ」という方はパーです。私とパネリスト

に気を遣っていただかなくても結構ですので、御用意ください。行きま

す。ジャンケン。どうぞ。ありがとうございます。何か慌ててチョキだっ

た人が慌ててグーに握り直されたようです。どうもありがとうございま

す。 

さあ、皆様と一緒に過ごしてまいりました、ディスカッション。お時間

となったようでございます。有機農産物をエシカル消費で、生産から消費

までのサプライチェーン全体で支えてまいりたいと思います。ディスカッ

ションを盛り上げていただきました、パネリストの皆さんに大きな拍手を

お願いいたします。ありがとうございました。 

それでは、ここでマイクを司会の方にお返しいたします。 
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【司会】 

加渡様どうもありがとうございました。本日は限られた時間でしたが、

御参加の皆様におかれましては更に有機農産物に対し、御理解をいただけ

れば幸いです。これにて、徳島有機農業フェア消費者団体等とのパネルデ

ィスカッションを終了いたします。本日会場に参加の皆様には、配布資料

の中にパネルディスカッションの開催に関するアンケート用紙がございま

すので、御記入いただき、出口の回収箱に投函していただきますようお願

いいたします。オンライン参加の皆様につきましては、後日アンケートを

メールいたしますので、御協力いただきますよう、お願いいたします。今

後の会議開催等の参考とさせていただくため、御協力をお願いいたしま

す。本日はありがとうございました。  

 

 


